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浜松医療センター感染症管理特別顧問
浜松市感染症対策調整監
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ホームページでも、公開しています。

COVID-19パンデミックでは、インフルエンザ、ヘルパンギーナ、手足口病などの感染症が激減した。性感染症（STD: 

sexually transmitted disease）も例外ではなく、COVID-19の影響を受けている。CDCが「Newsroom」のなかで、

COVID-19パンデミック中の米国における性感染症について記述しているので紹介する（1）。

［COVID-19パンデミックと性感染症］

●米国で報告された性感染症の症例数は、2 0 2 0年の

C O V I D - 1 9パンデミックの初期の数か月間は減少

したが、その年の終わりまでに再増加した。CDCが発表し

た新しいデータによると、淋病、梅毒、先天性梅毒の症例

の報告数は2019年のレベルを超えたが、クラミジア感染

症は減少した（図1）。

●新たに発表された「2020年STDサーベイランス報告書」

は、2020年末に次のことを見出した（2）。

●淋病および一次および二次梅毒の症例の報告数は、2019年と比較して、それぞれ10 ％および7％増加した（図2,

図3）。
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●新生児の梅毒（すなわち、先天性梅毒）も増加し、症例の報告数は2019年から約15％、2016年から235％増加

した（図4）。固定前のデータ、もしくは情報収集中の初期データは、一次および二次梅毒と先天性梅毒の症例が

2021年も増加し続けたことを示している。

●クラミジア感染症の症例の報告数は 2019年から13％減少した（図５）。

［2020年の前半に性感染症の報告数が一時的に減少した理由］

●2020年の前半に性感染症の報告数が減少したのは、次のようないくつかの要因が関与した可能性がある。

●日常的な受診が減少するにつれて、対面医療サービスの頻度が減少し、その結果、性感染症スクリーニングの
頻度が低下した。

●公衆衛生スタッフが性感染症の業務からCOVID-19への対応へ配置された。

●性感染症検査と検査室の対応が不足した。
●失業によって健康保険を喪失した。
●遠隔医療の実施によって、一部の感染症が国のデータに記録されなくなった。

［クラミジア感染症の減少について］

●クラミジア感染症は、歴史的に米国で報告される性感染症の最大の割合を占めている。2020年のクラミジア感染症

の報告数の減少は、新規感染の減少ではなく、パンデミック中の性感染症のスクリーニングと診断の不足が原因で

ある可能性がある。

●クラミジア感染症は通常無症候性であるため、症例数はスクリーニングの範囲に大きく影響される。COVID-19

パンデミックでは、多くの医療クリニックは、対面受診を症状のある患者に限定するか、完全に閉鎖した。性感染症

スクリーニングが通常行われる予防医療の受診（若い女性の生殖医療受診など）が減少した可能性もある（2）。

●クラミジア感染症の報告数の減少によって、2020年に性感染症の報告数が全体的に減少した。実際、性感染症の

報告数は2019年の250万件から2020年の240万件へ減少している。

COVID-19と性感染症
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図3. 梅毒ー症例の報告数の感染ステージ別の割合、
米国、2011年から2020年

*註釈：「非一次非二次早期梅毒(Early non-primary non-secondary syphilis)」は過去には
早期潜伏性梅毒として知られていた。このステージでは、過去12か月以内に感染したが、
一次または二次梅毒の徴候や症状はみられない。
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COVID-19パンデミックでは、インフルエンザ、ヘルパンギーナ、手足口病などの感染症が激減した。性感染症（STD: 

sexually transmitted disease）も例外ではなく、COVID-19の影響を受けている。CDCが「Newsroom」のなかで、

COVID-19パンデミック中の米国における性感染症について記述しているので紹介する（1）。

［COVID-19パンデミックと性感染症］

●米国で報告された性感染症の症例数は、2 0 2 0年の

C O V I D - 1 9パンデミックの初期の数か月間は減少

したが、その年の終わりまでに再増加した。CDCが発表し

た新しいデータによると、淋病、梅毒、先天性梅毒の症例

の報告数は2019年のレベルを超えたが、クラミジア感染

症は減少した（図1）。

●新たに発表された「2020年STDサーベイランス報告書」

は、2020年末に次のことを見出した（2）。

●淋病および一次および二次梅毒の症例の報告数は、2019年と比較して、それぞれ10 ％および7％増加した（図2,

図3）。

●新生児の梅毒（すなわち、先天性梅毒）も増加し、症例の報告数は2019年から約15％、2016年から235％増加

した（図4）。固定前のデータ、もしくは情報収集中の初期データは、一次および二次梅毒と先天性梅毒の症例が

2021年も増加し続けたことを示している。

●クラミジア感染症の症例の報告数は 2019年から13％減少した（図５）。

［2020年の前半に性感染症の報告数が一時的に減少した理由］

●2020年の前半に性感染症の報告数が減少したのは、次のようないくつかの要因が関与した可能性がある。

●日常的な受診が減少するにつれて、対面医療サービスの頻度が減少し、その結果、性感染症スクリーニングの
頻度が低下した。

●公衆衛生スタッフが性感染症の業務からCOVID-19への対応へ配置された。

●性感染症検査と検査室の対応が不足した。
●失業によって健康保険を喪失した。
●遠隔医療の実施によって、一部の感染症が国のデータに記録されなくなった。

［クラミジア感染症の減少について］

●クラミジア感染症は、歴史的に米国で報告される性感染症の最大の割合を占めている。2020年のクラミジア感染症

の報告数の減少は、新規感染の減少ではなく、パンデミック中の性感染症のスクリーニングと診断の不足が原因で

ある可能性がある。

●クラミジア感染症は通常無症候性であるため、症例数はスクリーニングの範囲に大きく影響される。COVID-19

パンデミックでは、多くの医療クリニックは、対面受診を症状のある患者に限定するか、完全に閉鎖した。性感染症

スクリーニングが通常行われる予防医療の受診（若い女性の生殖医療受診など）が減少した可能性もある（2）。

●クラミジア感染症の報告数の減少によって、2020年に性感染症の報告数が全体的に減少した。実際、性感染症の

報告数は2019年の250万件から2020年の240万件へ減少している。
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図4. 先天性梅毒̶出生年別の先天性梅毒の報告数、および15～44歳の女性
における一次および二次梅毒の報告数、米国、2016年から2020年
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4 図5. クラミジア感染症ー15～44歳の女性での報告数の年齢層別の割合、
米国、2011～2020年
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